


県が当番県でした。日頃、各精神保健福祉センターで取り組

まれている事業の成果発表や情報交換を行いました。 

参加者は 130名でした。 

 

 

＜プログラム＞ 

会場 三重県教育文化会館 

（１日目） 「精神保健福祉行政の動向」  厚生労働省精神・障害保健課 

      「伊勢の神宮と遷宮」 皇学館大学文学部神道学科 櫻井治男 教授 

（２日目） 「研究協議会 演題発表」 ４４演題を発表 

 

１日目の、「精神保健福祉行政の動向」では、厚生 

労働省の担当者から、精神保健医療福祉の現状や 

精神保健福祉法の改正に向けた最新情報、自殺対策 

など、幅広いお話がありました。 

 

 

 

 

 また、皇學館大學文学部神道学科 櫻井治男 

教授から「伊勢の神宮と遷宮～森と清流に生かされ 

て～」と題してお話をいただきました。伊勢神宮と 

そこで行われる 20年に一度の大きな祭りごとである 

「式年遷宮」を通して見出される、自然環境に生かさ 

れている人間の姿、神宮林や五十鈴川・宮川といった清流とのかかわり、そのなかではぐくまれて 

きた心の文化について気づきをいただくと共に、全国からの参加者に三重県を知っていただく良

い機会になったと思います。 

 

 

２日目は、全国の精神保健福祉センターから提出さ

れた４４演題について、５つのカテゴリーに分けて日頃

の業務の成果や課題の発表を行い、 

活発な意見交換・情報交換が行われました。 

（カテゴリー：「制度・プログラム」、「ひきこもり・依存症」

「精神科医療」、「自殺対策」、「地域生活支援」） 

 



 

  

 当番県である当センターからも、これまでの業務

で取り組んできた成果の中から、次の３つを発表 

しました。 

 

 ＜三重県こころの健康センターの発表＞ 

  ① 精神保健福祉相談の相談支援体制について 

     ～精神保健福祉センターにおける専門相談化への移行～ 

  ② 三重県における「医療観察制度支援システム」構築に向けた取り組み（紙上発表） 

  ③ メンタルパートナー養成事業報告（紙上発表） 

 

研究協議会の後、参加者からたくさんのお礼と感想が寄せられました（一部紹介します）。 

 ○ とてもよい協議会でした。発表では様々な課題の解決のヒントが見つかりました。 

 ○ これからは分科会の検討も必要かと思うくらいに多様な発表でした。 

 ○ 伊勢神宮の話では、日本という国とそこで過ごす人々の「こころ」について、改めて 

  考える機会となりました。 

 

＜協議会を終えての感想＞ 

 全国から大勢の方をお迎えして事業の成果発表をしていただくということで、発表の調整や資料

の準備は大変でした。当日はスタッフ一同、「おもてなしのこころ」を持って運営を行いましたが、 

その結果、大きなトラブルもなく、無事終えることができました。 

 たくさんの意見交換や情報交換ができた２日間だったと思います。全国のセンターの取り組みに

は特筆すべきものも多くありましたので、少しでも今後の活動に取り入れ、その成果を支援者の皆

様にも還元できるよう、今後もよりよい活動に取り組んでいきたいと感じました。 

 

 

 

 

「災害とこころのケア」その１０   「災害を想定した研修会の開催！！」 

 

災害時の「こころのケア」は特別なことではなく、保健活動の中に存在します。災害発生直後

は救急救命等の医療活動が優先されますが、同時に被災や避難所生活に伴うストレスについ

て、対策を講じる必要があります。「こころのケア」という視点で初期対応・支援を行うことで、そ

連載コラム 







 

 

･ 被災地に派遣された経験がない中、体験者の話を聞くことで、被災した際の活動のイメージを 

もつことができた。今回のような図上訓練を繰り返し行うことが大切だと感じた。 

･ 平時から準備をしておくことが大切だと感じた。今の気持ちを持ち続けたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆今回の研修会は、保健所・市町・地域包括支援センターが一同に介し、地域の実情に合った具

体的で実効性のあるすばらしい内容でした。このような機会をもつこと、そして繰り返し行ってい

くことの大切さを感じました。 

紀北地域の皆さん、ありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の意見 

こころのケアについて 

☆こころの健康センターと本庁障がい福祉課は、被災地の市町・保健所が「こころのケア活動

計画」の方針や方向性を決める際の相談先となります。 

★また、「こころのケアチーム」（こころのケアを専門的に行う、外部からの支援チーム）の派遣

調整窓口となります。 

「こころのケアチーム」を地域住民や支援者のために、是非活用して欲しいと思います。 

☆今回の図上訓練では、残念ながら「こころのケア」はあまり取り上げられませんでした。 

今後、訓練を繰り返す中で、「こころのケア」に焦点を当てた取り組みが広がることを期待し

ます。そのために、当センターとしても「こころのケアの大切さ」について、一層啓発していき

たいと思います。 

当センターがお役に立てることがあれば、是非お声かけください。 

 



 

 

 

 

 

 前回は就労支援の機関として、「地域若者サポートステーション」を紹介させていただきました。 

 今回は地域で暮らしていく上での福祉・就労を中心とした相談やサポートを行っている「障がい

者（総合）相談支援センター」を紹介させていただきます。 

 

 

 

 障がい者（総合）相談支援センターは障がい者（児）が地域で自立した日常生活を営むことがで

きるよう、障がい者および障がい児の保護者などからの相談に応じ、必要な情報の提供等や権利

擁護のために必要な支援を行うところです。 

 市町の委託を受けた事業者等により運営されています。 

 身体・知的・精神に障がいのある方やご家族、支援関係者が利用できます。地域ごとに開設さ

れており、県内各地にあります。精神障がいをもった方の支援を行っているセンターは平成２５年

１１月時点で県内に１９か所あります。 

 

 

 

 生活や福祉、就労についての相談窓口です。ひきこもりの相談もできますが、具体的なサービス

内容については、センターごとに異なりますので、事前にお問い合わせになるとスムーズです。 

 

 

                                     

 

 

 

 今回は、鈴鹿市・亀山市の相談を担当している「障害者総合相談支援センター あい」を訪問さ

せていただき、ひきこもりの方への支援の実際についてお話を聞かせていただきました。 

「あい」では本人やご家族との面接相談、家庭訪問、親の会「すずらんの会」の運営支援などを

行っています。 

 

 

ひきこもり地域支援センター 地域の相談機関紹介 

 障がい者（総合）相談支援センター 

 

１「障がい者（総合）相談支援センター」ってどんなところ？どこにあるの？ 

３「障害者総合相談支援センター あい」でお話を聞いてきました！！ 

２「障がい者（総合）相談支援センター」ではどんなサービスが受けられるの？ 



□ 本人・家族との面接相談、家庭訪問 

 主にご家族からの相談をお受けしています。その後、

家庭訪問をさせていただくこともありますが、本人に会

えることはほとんどなく、ご家族との面接が中心です。

しかし、本人には会えなくても、「訪問者が来ている」こ

とは気配で感じてくれていると思います。「訪問した」こ

とを伝えるために、パンフレットや手紙などを置いてくる

ようにしています。 

「あい」まで来ることができる方には、「あい」で本人面   鈴鹿市役所西館２階にあります。 

接をおこなっています。定期的に面接し、うまく過ごせて 

いる面を見つけて、フィードバックしています。     

 

□「あい」での相談につながるまでの期間 

ひきこもって間もない方か、もしくは長期間経過した方

かの二極化傾向にあります。長期間経過した方は、親が

高齢になり、自分たちが亡くなった後のことを気にかけて

相談につながることが多いです。 

様々な機関から紹介されて相談につながっています。

「あい」は障がい者の相談支援センターですが、相談者は

「障がい者」の相談とは捉えずに来所されることも多いで 

   入口の看板です。           す。「あい」では障がいがはっきりわからなくても支援の必 

                     要があると判断した場合は相談に応じています。 

□ すずらんの会の支援 

ひきこもり親の会「すずらんの会」の運営を支援してい

ます。福祉サービスや社会資源などの情報提供も随時

おこなっています。ご家族には、どんな活用できる資源が

あるのかを「知ってもらう」ことが大切と考えています。 

 

□「あい」での「ひきこもり支援」について 

「あい」では多くのひきこもりの方の支援をおこなってい

ます。ひきこもることを認める支援、安心してひきこもって

いられる支援が大切だと思います。また、ひきこもり支援

はご家族への支援が重要です。ひきこもっている方にと

って、ご家族の役割はとても大きいものです。ご家族が支   面接室です。明るいお部屋でした。 

援を受けることを望んでいないと相談も続かないことが多 

いです。 




